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北海道妹背牛商業高等学校の存続を求める署名活動

について（お願い）

平素から妹背牛商業高等学校の教育活動にご理解とご支援を賜り、厚

くお礼申し上げます。

さて、北海道教育委員会は、高校教育推進検討会議から「本道の高校

教育のあるべき姿と、それを踏まえた高校適正配置のあり方について」

の答申を元に 「新たな高校教育に関する指針（素案 」を示しました。、 ）

その内容は、高校の適正規模を１学年あたり４学級から８学級とし、１

学年あたり３学級以下の小規模校の再編整備を行うというものでありま

す。

すでに新聞報道等でご存じのとおり、北海道教育委員会は道議会文教

委員会に平成１９年度公立高等学校適正配置計画案を提示、これにより

妹背牛商業高等学校が平成１９年度募集停止となる方向で協議中であり

ます。

北海道妹背牛商業高等学校は、昭和２４年に定時制課程の「普通科・

農業科・家庭科」の３科をもつ村立高校として開校、本年５８年目を迎

える輝かしい歴史と伝統に培われた学校であります。昭和４４年には北

海道への移管により「北海道妹背牛商業高等学校」として再スタートを



切り、昭和５３年春には全国高等学校バレーボール選抜優勝大会におい

て女子バレーボール部が全国制覇という快挙を成し遂げ、本町の名はも

とより道産子の持つ底力を全国に知らしめました。この学舎から巣立っ

た4,501名もの卒業生は、現在町内はもとより全国各地の様々な分野に

おいて活躍し、社会の一翼を担っております。

北海道妹背牛商業高等学校は「道立高校」ではありますが、すでに妹

背牛町で半世紀以上もの歴史を刻み、現在では本町はもとより地域社会

にしっかりと根を降ろしております。また、学区にとらわれない商業科

と相まって、全道各地からバレーボールを目指す生徒を受け入れ、また

近隣の大学との高大連携教育を取り入れるなど、妹背牛商業高等学校な

らではの特質を生かした教育活動を通して、高い進学率・就職率を誇る

重要な意味をもった学校と認識しております。

このことから妹背牛町と致しましては、妹背牛商業高等学校振興協議

会を通し就学援助や教材整備などの支援、女子バレーボール部後援会を

通して寮の設置や遠征費用の助成など、様々な面で支援を行ってきた所

であります。

万一、募集停止案が現実のものとなりますと、単に道立の学校がなく

なるという事に留まらず、教職員及び家族の方々が町を去り、税収面や

町内消費の減少による経済的損失、さらに幾多の先輩達が築き上げてき

た栄えある伝統に培われた「まちの文化」が消失する事にもなり、本町

にとって大きな痛手となります。

私たちは 「平成１９年度公立高等学校適正配置計画案」の再考を要望、

するとともに、全道一律な統廃合に反対し、北海道妹背牛商業高等学校

の存続を堅持されるよう強く要請するものであります。

つきましては、別紙の存続要請署名簿をダウンロードし、本主旨をご

理解頂いた上で、署名活動にご協力をお願いいたします （７月１９日。

必着）

存続要請署名簿のお問合せ及び送付先については、下記の協議会まで

お願いいたします。

先送付

北海道妹背牛商業高等学校教育振興協議会

079-0501 5208 1〒 北海道雨竜郡妹背牛町 番地

（妹背牛町教育委員会内）

0164 32-2525 FAX 0164 32-2828電話( ) ( )



北海道妹背牛商業高等学校の存続を求める署名

平成１８年 月 日

北海道教育委員会教育長

吉 田 洋 一 様

私たちは、妹背牛町はもとより、北海道の貴重な教育財産である北海道妹背

牛商業高等学校の存続を強く希望します。

氏 名 住 所

※ なお、ご記入頂きました個人情報に関しましては、署名活動のほかには一切使用いたしません。


